
海老山公園の維持管理運営に関する

今後の方向性について

令和８年８月２２日
佐伯区維持管理課
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資料１



第１回 ふりかえり
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１ 海老山公園再整備事業

⑴ 基本構想、基本計画の策定

⑵ 協議会の今後の進め方や体制

２ 海老山公園の維持管理・運営の現状

３ 地域との協働による公園の維持管理・運営手法

⑴ 指定管理者制度、小さなエリマネなど

⑵ 公園の運営・活用事例（他都市）

第１回の内容



第１回で配布した資料

３



各団体の意見
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⑴ してみたい 有り ⑵ したくない 無し ⑶ その他 有り

問１ 指定管理者制度などを活用して海老山公園の維持管理運営をしてみたいですか。

□ 指定管理者制度などの活用に関する意見

□ 複合施設に関する意見

・ 海老山近辺に居住する地元住民団体として、海老山公園が再整備された後には、指定管

理者制度などを利用して、公園や複合施設等の維持管理運営を行っていきたい。

・ 防災施設として今後機能させていくのであれば、地域として維持管理していかないとい

けないと思う。ただし、人員を集めることは容易ではないと思うので、地域として協議して

いかないといけない。

・ ３連合町内会から指定管理者に関わるメンバーを選出していくと思うが、指定管理者と

協議会の関係性を考慮したい。

・ 加入数が減少している町内会を考えると、簡単に「やります」「できます」とは言えない。

・ 地域にとって大変意義深いが、責任の所在なども含め、相応の体制と覚悟が求められる

と認識している。現状、個人的には責任ある立場を引き受けることは難しい。限定的・部分

的に関わっていきたい。

・ 複合施設をどこが運営するのかが重要であり、各種団体がじっくり協議してしっかり合

意形成を図り決めてほしい。

・ 複合施設はどのような管理が理想的か、費用面も含めて考える必要がある。



今後の方向性（案）
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今後の方向性（案）

官民協働での海老山公園の維持管理運営体制を構築する。

〇 指定管理者制度などの活用に慎重な意見も一部見受けられたが、維持管理運営に関

わっていきたいという前向きな意見があるため。

〇 今後、官民協働での維持管理運営に向けて、各種制度の活用について協議していく

こととし、各種制度の活用は、必ずしも連合町内会や町内会単位である必要はないので、

区内他公園の事例と同様に、任意団体が行うことも可能なため。

（例：地元住民や公園利用団体の中から、維持管理・運営に携わりたいメンバーで構成）

〇 複合施設の運営については、各種団体がしっかり協議し、合意形成を図った上で決

めてほしいとの意見がある。

その体制や手法は、整備着手までに複数年の時間があるため、「今後の方向性（案）」

を軸として、関係者間でしっかり協議した上で、合意形成を図ることとしたい。

今後の方向性（案）を定めた理由



今後の方向性（案）

６

現時点で考えられる主な課題

① 維持管理・運営の手法（指定管理者制度、小さなエリマネなど）

② 維持管理・運営の体制(任意団体、地元住民・公園利用団体など）

③ 人員の確保

④ 官民での役割分担

⑤ スケジュール

地元住民や公園利用団体と、必要に応じて意見交換や勉強
会などを随時行うことで、維持管理運営の手法や活用方法
に関する疑問や不安を解消しながら、上記課題を解決して
いくこととする。



基本設計

令和９年度

実施設計 再整備工事

（仮）海老山公園維持管理運営協議会

工事発注のための設計 複数年度に分割しながら工事発注

維持管理・運営手法や役割分担等を協議・調整・決定、その他進捗状況報告 など

※工事完成まで定期的に開催

※スケジュールは現時点の予定であり、時期が前後する可能性があります。

今後の大まかなスケジュール（案）
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官民協働での
維持管理運営

例えば、指定管理者
制度の活用の場合、
令和１４～１８年度の
５年間。
令和１９年度以降は
継続するか選択可。

令和１０～１３年度 令和１４年度以降

官民協働での維持管理運営に
向けた準備期間

進捗状況により
完成まで実施

意見交換や勉強会など
（随時：メール、電話、協議、ワークショップほか）

指定管理者制度や維持管理運営に関することなど、
地元住民や公園利用団体が抱える疑問や不安を解消

令和８年度

比較検討等

準備期間
（約１年）

手法の決定、体制の確立、人員の確保、
任意団体設立、役割分担の調整 など

書類作成、
申請手続等

随時、
協議会に報告

進捗状況により
完成まで実施


